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コマツ・ポートフォリオ・アドバイザーズ

       

来週の投資戦略 (6/9-13)
米中の狭間で

2025 年 6 月 8 日

小松 徹

注目事項 － 見所

6 月 9 日、1-3 月期の実質 GDP 成長率改定値 ― 前期比マイナス 0.2％？
6 月９日、５月の景気ウォッチャー調査 ― トランプ関税の影響あり？
6 月 9 日、米中閣僚協議（ロンドン） ― レアアースの見返りは？
6 月 11 日、党首討論 ― 石破首相の政策が見えずらい？
6 月 11 日、５月の米国消費者物価上昇率 ― 前年比+2.5％、コア+2.9％？
6 月 12 日、4-6 月期の企業景気予測調査 ― 製造業は急減速？

株式市場見通し

先週のわが国の株式市場は多くの業種が下落した。個別では、豊田自動織機（6201）
とスズキ（7269）の下落率が９％台と大きかった。豊田自は公開買い付けによる非公
開化が発表されたが、買取価格が参加者の憶測よりもやや低かったことで売りが出た。
スズキは木曜日午後にレアアースの不足でスイフトの生産を中止していると一部で報
じられた。ただ、会社からの正式発表はなく、株価の下落は水曜日が大きかった。週
末にレアアースを巡り、米中トップの電話会談があり、主要閣僚が急遽ロンドンで会
談する。一方、赤澤経済再生相の訪米会談は成果なく、「一致点は見いだせなかった」。

月曜日の最大の注目点はロンドンでの米中閣僚協議。米国は中国からのレアアース入
手を具体的に詰めることが最大の命題だ。中国は世界に向けてレアアース輸出を停止
しているので、この会談で米国だけ緩和するか。わが国企業は今後も入手困難になる
かもしれない。現在交渉中の日米関税協議で、わが国は「対中政策に協力」すると確
約するようだが、深入りすると突然梯子を外される危険性がある。習近平氏はトラン
プ氏との電話会談で、半導体ソフトなどの規制緩和を強く求めている。さらに中国留
学生への対応を見直すよう求めている。トランプ氏はそれに応じる気配がある。

さて、トランプ氏が再再度パウエル連邦準備理事会（FRB）議長の解任を示唆する行
動に出た。現議長の任期がまだ１年あるのに次期議長を指名する動きに出た。また、
次回の利下げは１％との発言もある。２週間前に両者は面会しているが、パウエル氏
はその後も今までの金融政策姿勢を崩していない。先週金曜日発表の５月の雇用統計
が堅調で景気が大きく落ち込む兆しは今のところない。来週水曜日発表の５月の米国
消費者物価指数が前年比+2.5％、コア+2.9％と４月をやや上回ると予想されている。
これ以上であれば、懸念が現実になる。

最後に、これまで述べなかった来週発表の注目事項について。月曜日発表の 1-3 月期
の実質 GDP 成長率改定値はマイナスで変わらないと予想されている。５月の景気ウ
ォッチャー調査では製造業関連と周辺業者の悪化がありそう。木曜日発表の 4-6 月期
の企業景気予測調査ではトランプ関税の影響で製造業の景況感悪化が予想される。水
曜日開催の党首討論では石破首相のどんな発言があるか、注目したい。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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